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■ 本日のテーマ ■

Googleビジネスプロフィール

・・・なのですが、後に置いといて少し質問をさせてください。



地域ビジネスのデジタルマーケティングには
Googleビジネスプロフィールの活用が効果的

っていうけれど、何で必要なの？



■ 質問させてください ■

マーケティングって何ですか？



マーケティングとは。

マーケティング（英: marketing）とは、企業などの組織が行うあらゆる活動のうち、「顧客が真
に求める商品やサービスを作り、その情報を届け、顧客がその価値を効果的に得られるように
する」ための概念である。また顧客のニーズを解明し、顧客価値を生み出すための経営哲学、
戦略、仕組み、プロセスを指す。

一部のビジネスの現場やマスメディアにおいては、広告・宣伝、集客や販促活動のみをマーケ
ティングと捉えることがあるが、本来の戦略的なマーケティング活動の意味からすれば極めて
限定的な行為を指すものであり、誤解がある。これにはマーケティングという言葉・概念の普及
過程において企業の宣伝担当部門がマーケティング部などと名乗ることが多かったことも影響
している。 (引用：wikipedia）



【再】マーケティングとは。

アメリカ・マーケティング協会の定義
Marketing is the activity, set of institutions, and processes for creating, communicating, 
delivering, and exchanging offerings that have value for customers, clients, partners, 
and society at large.

訳：マーケティングとは、顧客、依頼人、パートナー、社会全体にとって価値のある提供物を創
造・伝達・配達・交換するための活動であり、一連の制度、そしてプロセスである。



【再々】マーケティングとは。

広辞苑の定義
企業が製品またはサービスを顧客に向けて流通させることに関係した一連の体系的市場志向
活動のこと。

日本マーケティング協会の定義（旧）
マーケティングとは、企業および他の組織がグローバルな視野に立ち、顧客との相互理解を得
ながら、公正な競争を通じて行う市場創造のための総合的活動である。

日本マーケティング協会の定義（新2024年刷新）
顧客や社会と共に価値を創造し、その価値を広く浸透させることによって、ステークホルダーと
の関係性を醸成し、より豊かで持続可能な社会を実現するための構想でありプロセスである。



これ、ストレートに理解できるでしょうか？

例え理解していても、
みなさんが地域の様々な方と関わっていく際に

共通の認識を持つ方が良いですが

それにしても

伝えるの難しくないですか？



マーケティングという言葉に
アレルギーがある人は多い。



マーケティング定義に共通していること。

提供者（企業、あるいは組織、売り手とも表現）

顧客（それに関わるパートナーや依頼人、買い手とも表現）

市場（あるいは社会とも表現）

の３つがあり、それらを、またはそれらの流れを
より良くする活動と言う部分は共通。

市場

提供者

提供者

顧客

顧客

顧客 顧客

顧客

提供者



ざっくりした要約をすればマーケティングとは

「仕組み」
なのです。



あれ？



これって当たり前の事では？



人やお金が動いているなら、
マーケティングは行っていること。

そう。つまり



「え、そんなことでいいの？」

…ですので、

広告やチラシ、看板やTVCMなどの広告媒体
ホームページやSNSなどインターネットの情報発信
店舗のショップカードや会員割引サービス
魅力的を伝える店舗外観、店内装飾
スタッフ教育、研修
データ分析やアクセス解析
他店競合の市場調査や地域の動向調査、顧客満足度調査

これらは全てマーケティング活動の要素と言える。



あれ？



普段からやってるなら
この話、不要では？



地方のマーケティング活動において
特に足らない要素があるから

…でも、だったら何故わざわざ注目されるの？？



ではマーケティング要素で
私達に足りていないものは？



マーケティングの目的と
意識を要素で分ける



今、不足しがちなのは

「情報伝達」
と

「分析と検証」

これでも難しければ　「伝える」と「知る / 把握する」　でもいいです！



イメージしやすいように要素別に言うとマーケティングとはこういうこと。

市場を意識し
状況を「知り」

　　  　         　（把握・分析）

「作り」「伝え」「良くする」
（創造）　　　　　　（伝達）　　　　　　　（改善と改良）



なぜ「情報伝達」が必要なの？



「いいものなら売れる」

で

上手くいかなくなっているから。



２つの「伝える」

…今の時代も変わらず「いいものを作れば売れる」なら、
ずっといいものをつくってきた日本のものづくりはこんなに衰退しないはず。

【認知】
どうやったら知る事ができるか。

【興味・関心・欲求】
情報量は十分で価値は伝わっているか。



インターネットの情報流通量増加

近年、情報を発信する様々なサービスが作られ、インターネット上に流通する情報は急激に肥大化し
ています。総務省が発表している情報通信白書によると、国際的なデジタルデータの量は飛躍的に
増大しており、2010年の約1ゼタバイトから2020年では40倍、約40ゼタバイトという量に急増する見
通しです。（1ゼタバイトは全世界にある砂浜の砂粒の量と同じと言われており、それの 40倍。途方も
無い情報になっています。）  



スマートフォン普及と利用者数

 ニールセンデジタル株式会社
「DIGITAL TREND 2018」より

▼スマートフォン所有率の時系列推移:東京地区 

 博報堂DYメディアパートナーズ
「メディア定点調査2020」時系列分析より



テレビの総世帯視聴率の推移

不破雷蔵　主要テレビ局の複数年にわたる視聴率推移(2022年5月公開版)より
https://news.yahoo.co.jp/expert/articles/3265c9da8209af1404b8d23feb6cee6a272a5062



わかりやすく言うと

「ネットの情報が増えすぎていて
ただ漫然と情報発信しただけでは

埋もれてしまい見られない」



たとえば

こういう施設ができました　とか
こんなサービスはじめた　とか
施設に来る際の注意点　とか

どうやって伝えますか？
それ、伝わりますか？



価値とは、お客様が
利用、購入に結びつく判断基準

お客様にその価値が伝わりはじめて
「いいもの」は価値を産む



そのため、

「情報発信」　を　「情報伝達」

に変えていく必要があります。
→



そこで必要になるのが、もうひとつの不足しがちな要素

情報の分析と検証

（難しければ、「知ること」でもいいです）



当たり前ですが、

活性化の成功確率は高いほうがいい。
高すぎて困ることはない。



発信するプラットフォームの選定とその
運用、活用が情報発信における

大きな課題



状況を把握する
こういったツールやサービスには、アクセス解析やデータ分析機能
レポート機能が備わっています。

✔ ホームページのアクセス解析(GoogleAnalyticsなど）

✔ Web広告、有料掲載サービス(Google広告,Yahoo!広告など）

✔ ローカル情報ツール（Googleビジネスプロフィール、Yahoo!プレイス）

✔ SNS（Facebook、Instagram、Twitterなど）

✔ 施設の来店データ、売上データ

✔ 会員顧客データ、購入者データ

仮説と検証

状況の把握

最適化



分析の必要性１
新型コロナが流行した事で、店側もお客様側どちらも、あらゆる業種で変化を求められています。

自分のお店の売上は皆さん把握されていると思います。
では個々の売上順位や数、どの商品やプランが一番利益を取れているか　と言われたらどうでしょう？
なんとなーく・・になっていないでしょうか。

実はこういう情報を改めて見てみると、繁盛に導くヒントが多く隠されています。

まさに身近にやっているケースが
ありますよね？



分析の必要性２
自分の地域がどれくらい検索されていて、自分のビジネスがどれくらい検索されていて、
自分のビジネス情報がどれくらい閲覧されていて、どれくらいルート検索や電話されているのか。
指名はどれくらいされているのか。その他にどんな語句で興味を持って検索をされているのか。

ほとんどがこういった情報が知られないままになっています。

それを知らないままより、そういった情報
を知れば「繁盛の仕組みづくり」
（マーケティング）に利用できます！



つまり、足りてないのは

無駄を減らし、
成功確率を上げていく要素。



これを考え、実行していくことが、

「繁盛の仕組み作り」
となるのです。

　マ　　　ー　　　ケ　　　テ　　　ィ　　　ン　　　グ



分析もできて情報伝達もできる
そして使いやすい。

そんな都合のいい
サービスってある？



それが今回お話する優先導入を
推奨するサービスのひとつ

Googleビジネスプロフィール
（旧Googleマイビジネス）

です。



なぜGoogleなの？
Googleって今どうなってるの？

…では、Googleビジネスプロフィールの説明の前に少しだけ寄り道して、
今どういう状況になっているのかを確認してみましょう。



国内の検索エンジンのシェア動向

 PC環境

引用元
Search Engine Market Share Russian 
Federation | StatCounter Global Stats

 スマートフォン環境

 ● Google

 ● Yahoo!

 ● Bing

 Googleが75％を
　　　超えるシェア。



海外の検索エンジンのシェア動向

 アメリカ合衆国

引用元
Search Engine Market Share Russian 
Federation | StatCounter Global Stats

 スマートフォン環境

 ● Google

 ● Yahoo!

 ● Bing

 海外ではGoogleが
　　圧倒的なシェア。

※中国、ロシアなど一部の国を除く

※



Googleの地域検索とは



Google検索の今を知る
Google検索において検索語句が地域の施設、店舗に関連したキーワードと判断されると、
地域のビジネス情報を検索結果の上位に優先表示させる仕組みがあります。
これは「ローカル検索（地域検索）」と呼ばれています。



変化する情報の見つけ方

以前

最近

現在

何が一番変わったかというとズバリ「スマートフォン普及」で「屋外からの検索が増えた」ことです。
様々なシーンで検索されるようになり、気軽に調べられるようになったことが状況を一変させました 。
他にも、経路検索などもできる事から、タビマエ、タビナカなどで検索をする機会が増えています。



お店を探す検索の今と昔

環境の変化により、お店探しや周辺ビジネスを検索する流れにも変化が現れています。

来店！
店舗サイトで確認

来店！

店舗ホームページは
予約や情報の受け皿にGoogle掲載情報が表示

昔

今



現在の宿検索の流れ
現在の検索から利用までの流れの図。状況は一変しています。

検索の際には検索結果の上位に表示されるため、情報整備の必要性が非常に高くなりました。

検索者

Google
ホテル広告

Google
ホテル検索

自社サイト

OTA

宿泊者



この情報整備が鍵
検索して、この２つの情報が表示されたら、どちらに行くでしょうか。答えは一目瞭然。
この情報が、検索結果の上部に出るのです。もったいないですよね。

未 済



このGoogle掲載情報を整備しよう

ビジネスオーナー登録することで Googleに掲載されている施設・店舗情報を優先的に編集でき、情報
を投稿したりすることもできるようになります。

それが今回紹介する
導入すべきサービスのひとつ

「Googleビジネスプロフィール（無料）」

です。



お客様の
検索や行動を考える



ネットにおける消費行動の流れ
消費者の購買行動モデルのひな型で示した流れ。
この過程のなかで、①～④の要素が欠けると消費行動に結びつかなくなる。
また、記憶に残らなければリピートやネットでの拡散に結びつかず、総じて
「変化に弱い状態」になってしまう。

▼検索からの流れ（お店を知らない場合）

①検索→②認知→③興味→④欲求→⑤行動→⑥記憶　　

▼SNSや広告からの流れ（検索以外でお店を知る場合）

①認知→②興味→③欲求→④検索→⑤行動→⑥記憶　　



来店前後に見る媒体別の流れ

SNS

広告、雑誌

Webサイト

地域検索
（ローカル検索）
（地図検索含む）

TV、動画サイト

メールマガジン

LINE

SNS

ダイレクトメール

再来店

OTA

検索認知

現地来店

認知しても直接来店ではなく
場所を知るため検索を経由

看板



Google施設検索のしくみ
Googleビジネスプロフィールは施設検索（ローカル検索）で表示される施設・店舗情報を優先的に
加筆編集でき、利用者に対してアピールできる無料サービスです。

ネット情報から情報生成と関連付け

ビジネスプロフィールで優先的な追記編集、投稿

登録/修正提案、口コミ・写真投稿

ここで注意いただきたいのが、Googleに掲載された施設情報はビジネスプロフィール登録したオーナーだけでなく
Google、ユーザー、そしてオーナー3者それぞれがもたらす情報によって作り上げられていくということ。



ビジネスプロフィールが効果を産む流れ
うまくビジネスに活用し、閲覧者の施設、店舗利用に繋げるためには
大きく大別して「Google」と「利用者」という存在をそれぞれ意識するのが良いでしょう。

Googleが評価

検索数・表示回数

UP UP

利用者が評価

転換率



Googleに評価されるためには



Googleに評価されるということ
大きく２つに分けることができます。よく言われている「上位表示」は、その中の１つ。
評価される商品や商材、特色やポイントなどが「キーワード認識」されることも重要です。

UP

【A】
検索順位の改善
（上位表示）

【B】
キーワード認識
（関連付け）



Googleマップの順位は
どうやって決まっているのか



Googleマップの順位や店舗優先度は主に
 

知名度・距離・関連性

によって決まります。



検索者の現在位置で変動する順位
通常のホームページ検索と比べ地図検索では現在位置など状況によって順位は変動します。
そのため、利用者の環境を想定しながら計測し、状況を把握する必要があります。

<<重要ポイント>>

決まった順位は存在しない



さらに言うと、知名度・距離・関連性のなかで、

Googleビジネスプロフィール施策で関われるのは「関連性」。

つまりは

効果を出すには関連性を高める事が重要



キーワード関連付けの重要性
通常のサイト検索と比べ、地図検索では距離など状況によって順位は変動します。
低い関連性であっても近ければ優先表示され閲覧機会を増やすことができます。

状況によっては順位より重要な要素になります。
特に業種よりサービス、商品に落とし込んだ
関連付けは大きな効果を生むこともあります。

<<重要ポイント>>

地図検索はホームページなどの検索より
キーワード関連付けの重要性が高い



キーワード関連付けの要素
ローカル検索で重要なのが、売りとなる商品や商材、サービス等が関連付けられることです。
これがうまく紐付いていなければ検索結果に出てこないので、機会損失になります。

ホームページの情報
口コミに書かれた内容

ビジネスプロフィールの基本情報と投稿機能

検索実績

このように様々な要素からキーワードは関連付けられます。
対策は複数あり、業種業態に合わせ戦略策定を。



どんな言葉で検索されているか
検索に使用された語句（検索キーワード）を確認することができます。
ここからも自分のビジネスが認知されているかどうかを知ることができます。

検索語句と関連付け

実際に検索され表示された語句になります。言い換えるとこのリストは
「需要があり」「実際にGoogleに認知されている」言葉と言えます。

検索されて表示されて欲しい語句がこの中に含まれていない場合、
その語句に「需要が無い」か「 Googleに関連付けられていない」と
言えます。

これを把握し、ビジネスのサービスや商品名など言葉の
関連付けを目的にするなどの分析ができます。



地域検索を味方につけるためには
まずは検索に絡む語句を増やす



うまく使うには検索数をチェック。

十分な認知があるかを確認。



検索数の確認
まずは、どれだけ見られる状態なのかをチェック。
これを使い、分析が行えます。まずは検索数から見ていきましょう。



検索語句 （例１）
それぞれ別の居酒屋の検索クエリです。それぞれ異なった結果になっています。



検索語句 （例２）
ランチは検索に引っかかっていますが、具体的なメニューなどが引っかかっていません。

見えてくる検索需要と課題。

例にあるような店舗の状況改善するには個々に

「何が足りていて何が足りていないか」を見極める必要が

あります。

基本的にほぼ全ての店舗で具体的なメニューなどの関連

付けが不足しています。



次に重要なのが、反応数



反応数
ルート検索、メッセージ、ウェブサイトへの遷移などです。
特にルート検索は駅チカでない限り、検索数の 1割を基準に。



小規模事業であればあるほど
知名度がなければないほど

検索数や反応数が少ない傾向

少なければ増やし、
多ければそれを活かす



口コミの重要性



口コミが重視されはじめている

３つの重要ポイント

✔ 口コミの投稿を参考にする人が増えている

✔ 口コミの返信も参考にされている

✔ 口コミは利用者が投稿するので放置するのは危険

三菱UFJリサーチ＆コンサルティング
〜口コミサイト・インフルエンサーマーケティングの動向整理〜より



口コミの登場人物イメージ

口コミは書いた人とお店だけのやりとりだけではなく、集客に大きく影響します。

✔ 口コミを書いた人

✔ 口コミをもらったお店、施設

✔ 口コミを見ているその他大勢の閲覧者

✔ Google



口コミ返信のポイント

Googleビジネスプロフィールには口コミの返信機能があります。
お客様からのメッセージに返信して、更なる集客に繋げる事ができます。
ポイントとしては大きく分けて３つです。

✔ 「次回への期待を持たせる」こと

✔ 「誤解があれば解消する」こと

✔ 「新たな情報を提供する」こと

・・・一見難しそうに思うかもしれません。しかし単純に考えることができます。



口コミ返信のコツ
返信はブロックに分けて考えると非常にわかりやすいです。

✔ 「お礼や反応」

「高評価ありがとうございます。」
「この度は××の件についてのご指摘恐れ入ります。」など

✔ 「次回への期待」

「××という商品もございますので、こちらもオススメですよ！」
「この件を受け止め、改善をスタッフに通達し徹底いたしました。」

✔ 「締めの言葉」

「またのご来店をお待ちしております。次回お越しの際は是非 ××もお楽しみください！」



悪い口コミの対応

①事実か？

②改善可能か？

NO

NO

YES

YES

第三者に誤解だとわかってもらえるように毅然

とした対応。

あくまでも謙虚に、丁寧に。

｢改善した｣または

｢する予定｣という内容を書く。

クレーム自体が店の特徴であったり改善出来

ない事情がある場合は周知しないと同じクレー

ムが繰り返されてしまう。

クレーム内容がデメリットでない人も存在する

場合はさりげなくアピール。



まず何から手を付けるべき？



キーワード関連付けの要素
ローカル検索で重要なのが、売りとなる商品や商材、サービス等が関連付けられることです。
これがうまく紐付いていなければ検索結果に出てこないので、機会損失になります。

ホームページの情報
口コミに書かれた内容

ビジネスプロフィールの基本情報と投稿機能

検索実績

このように様々な要素からキーワードは関連付けられます。
対策は複数あり、業種業態に合わせ戦略策定を。



外国人検索者への対応



いつも見ているGoogleマップ
Googleマップは多言語環境に対応していますが、通常ではあまり別言語で見る機会はありません。



実際にマップを違う言語で確認

①メニューボタンを押す

②「言語」を選択



他の言語で見られている施設情報
Googleの施設情報は自動翻訳。しかし、翻訳されていないところがあるのがわかります。



他の言語の店名を変更してみる
①英語表記の掲載情報〜Suggest an 
edit（情報の修正を提案）を押す

②Change name or other detailsを押す。

（名前またはその他の情報を変更）

③Add name in English（英語名追加）

から別言語の施設名を入力

④Send（送信）ボタンを押して終了

Tap!



他の言語で見られている施設情報
施設情報は一部自動翻訳されます。更に外国人に対応するならば投稿なども多言語併記もいいでしょう。



つまりGoogleマップはある程度自動翻訳してくれるため
外国人対応できるが、

投稿関連などは一部自動翻訳できない箇所もあるので

Google翻訳などのサービス使って投稿することで更に

様々な言語の検索にも引っかかりやすく
外国人が見たときにアピールできる



インバウンド対策のポイント

書いた言語で検索の関連付けに優遇！
外国人の検索語句を意識しよう！



外国語投稿するときのポイント

日本人では当たり前だけど、
外国人には知られてない内容に！



Googleビジネスプロフィール事例
三重県内飲食店の事例。以前はほとんど登録されていなかった。
Googleビジネスプロフィールの機能を使い発信を行い、情報量が格段に増している。

▲記事投稿したり、メニュー登録を行い、情報発信している ▲



Googleビジネスプロフィール事例
飲食店の事例。
Googleビジネスプロフィールを活用した結果が数字にも現れている。

検索数、表示数、反応数のどれもが大きく上昇している。
この店舗はコロナ禍で開店したばかりの店舗で、情報そのものが少なかった点を考慮しても、
Googleマイビジネスが検索から来店に結びついているのは反応数からも見て取ることができる。

地域でこういった活用を行うことで、取りこぼされてきた需要にも対応できると言える。



Googleビジネスプロフィール事例
メッセージ機能を使ったやりとりの好例。
Googleマイビジネスのメッセージ機能を使い機会損失を防いで来店に結びつけている。

▲営業時間外は電話が取れなくても、メッセージなら対応できる。 ▲



【まとめ】
　デジタルマーケティングですべきこと。

①情報の可視化と把握
状況を把握しなければ始まりません。まずは各データを集めましょう。

②情報伝達手段、手法の選定
状況が把握できたら、情報伝達に最適な方法を選定します。

③PDCAを回し仕組み作りに活かす
仮説を立て、効果検証を行い、更に精度を上げていきましょう。

④エリアを意識する
大きな課題ではありますが、エリアで取り組まなければ見えてこない
情報や価値の伝達は多くあります。



デジタル化、IT化の先には
デジタルマーケティングがある。

(デジタルを活用した商売繁盛の仕組みづくり）



ではここで再度

DXとは

Digital Transformation（デジタルトランスフォーメーション）の略語。

企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、データとデジタル技術を活用して、顧客や社会の
ニーズを基に、製品やサービス、ビジネスモデルを変革するとともに、業務そのものや、組織、
プロセス、企業文化・風土を変革し、競争上の優位性を確立すること。 (経済産業省：DXガイド
ラインによる定義）

そのままストレートに言い換え「デジタルによる改革」と表現される。



つまりは

IT化やデジタル化の先には
デジタルマーケティング活用があり

その先にDXがあると言える。



デジタル化
IT化の結果
得られた
様々なデータ

→ マーケティングに活用
(繁盛の仕組みづくり）

DXに繋げる！
(ビジネスのデジタル改革）

→

このサイクルを回すことで、変化に強い
売れる仕組みを持つビジネスや組織、エリアに。

マーケティングをDXに繋げる



ご清聴ありがとうございました！



付録１）

ビジネスプロフィール登録や詳細設定



店舗掲載とオーナー確認の流れ

Googleマップに
お店が掲載済か？

掲載済

オーナーは
登録済か？

未登録

オーナー確認

未掲載

お店を新規登録して
オーナー確認

登録済 オーナー権限の譲渡
をリクエスト



オーナー登録状況の確認（Google検索からの方法）

①Google検索で店名を検索

②「ビジネスオーナーですか？」
　　タップ

オーナー未登録の場合
第三者が管理
している場合



オーナー 登録状況の確認（Googleマップからの方法）

①Googleマップを開いて
　店舗名で検索

③「ビジネスオーナーですか？」
　が表示されたら、まだオーナー
　登録がされていない。ここを
　タップして、次の画面へ。

②ビジネスが表示されるので
　上へスクロールし、
　「すべて表示」をタップ

④「管理を開始」を
　タップして、以降の
　画面指示に従い、
　登録作業を行う



電話で6桁の番号
が伝えられる

コードを入力して[確認]タップ

オーナー確認が
完了した時の画面

電話の場合は3分以内で
かかってくる

タップ

＜電話の場合＞

オーナー登録の手順



その他のオプションとして、
電話の他に「ハガキ郵送」

も選択可能（14日程度かかる）

＜ハガキの場合＞

ハガキに記載されたURLへログインして
番号を入力

※ハガキによるオーナー確認で

　コードが無効になっていたら、

　郵送を再度リクエストする

2週間後



チャット機能を追加する
場合は「有効」に。
（後で編集するときは有効に
　しないでスキップ推奨）

営業時間を入力。
（後で編集可能）

オーナー確認
完了後の画面

注）開業前店舗の場合は、

　「次へ」を押した後は

　　全て必ず「スキップ」。

　　そして、管理画面で

　　開業日を追記する。

　　≪開業日前設定参照≫



飲食店の場合は、
提供方法をはい、いいえで

回答する

ビジネスの説明を記載。
電話番号、URLは記載禁止。

（後で入力編集可能）

■注意事項

　オーナー確認が完了するまでは

　・店名
　・住所　　絶対に修正しない！
　・業種
　
　　→修正すると無効になり
　　　ハガキが届きません。



■オーナー確認方法は示された中から選択
　

　＊ハガキを郵送　→　最大14-19日かかる

　＊電話　→登録後、3分以内に電話がかかる

　＊動画　→その場で録画後、3-4日で承認　

　

●Gmailを仕事で使っている人は、上記の確認無しで登録
　できることが多い



Googleビジネスプロフィール管理画面

PC画面

Google検索
Googleマップ

スマホ画面



GBP管理画面の入り方（Google検索画面からー方法①）

オーナー登録した時の
Googleアカウント

　　　↓

異なるときは
このアイコンをタップ
して、別のアカウント
を選択

①Googleビジネスプロフィールの
　オーナー登録をしたアカウントで
　Google検索にログイン

②登録ビジネス名で検索する。
「Googleに掲載中のあなたのビジネス」
　　欄が管理画面になります。



GBP管理画面への入り方（スマホ Googleマップ−方法①）

①管理アカウントでログインし、
　登録ビジネス名で検索

③Googleマップにある
　管理画面が表示される②ビジネスが表示されるので

　上へスクロールする



１．オーナー確認手順
　　

　　１−１）Googleマップに掲載済の場合

　　１−２）新規にお店を登録する場合

　　１−３）2軒目以降の追加登録

　　１−４）開業前に登録する場合

　　１−５）オーナー権限のリクエスト



１）Googleマップ掲載済の場合



Google検索で店舗検索し、横３点リーダーから
「ビジネスオーナーですか？」の表示をタップ

タップ

電話の場合は5分以内で
かかってくる

タップ

＜電話の場合＞



電話で6桁の番号
が伝えられる

コードを入力して[確認]タップ

オーナー確認が
完了した時の画面



その他のオプションとして、
電話の他に「ハガキ郵送」

も選択可能（14日程度かかる）

＜ハガキの場合＞

ハガキに記載されたURLへログインして
番号を入力

※ハガキによるオーナー確認で

　コードが無効になっていたら、

　郵送を再度リクエストする

2週間後



チャット機能を追加する
場合は「有効」に。
（後で編集するときは有効に
　しないでスキップ推奨）

営業時間を入力。
（後で編集可能）

オーナー確認
完了後の画面

注）開業前店舗の場合は、

　「次へ」を押した後は

　　全て必ず「スキップ」。

　　そして、管理画面で

　　開業日を追記する。

　　≪開業日前設定参照≫



飲食店の場合は、
提供方法をはい、いいえで

回答する

ビジネスの説明を記載。
電話番号、URLは記載禁止。

（後で入力編集可能）

■注意事項

　オーナー確認が完了するまでは

　・店名
　・住所　　絶対に修正しない！
　・業種
　
　　→修正すると無効になり
　　　ハガキが届きません。



1-2）新規にお店を登録する場合



新規にお店を登録をするとき

【注意】

Googleアカウントを

持っていない場合には

先に新規作成する。

（特にiPhoneの方）

Googleマップで店舗の位置を
確認して長押しすると、
ピンが立ち所在地が表示される

所在地を確認したら
赤枠部分をタップ

この部分をタップして
ビジネスを追加する



ビジネス名を入力し
カテゴリ（業種）を
選択する。

実店舗の場合は「はい」
非店舗は「いいえ」 住所を1行で記載



近所に似た店舗があれば
それが示されるので、
「これは私のビジネスでは
ありません」を選択

サービス提供地域が
ある場合は選択可能

電話番号、又は公式サイトを
登録。持っていない場合は
後でビジネスプロフィールで
作る事もできる。



■注意事項

　オーナー確認が完了するまでは

　・店名
　・住所　　絶対に修正しない！
　・業種
　
　　→修正すると無効になり
　　　ハガキが届きません。

郵送先住所が正しいことを
確認して「郵送」をクリック

★完全に新規店舗の場合は

　確認手段の殆どはハガキになります



1-3） 2軒目以降の追加登録



新規にお店を登録をするとき

この部分をタップして
ビジネスを追加する

後は１−２）の途中から
と同じ。

「新しいビジネスプロフィール
　を追加」をタップ

既存の登録済みビジネス
プロフィールを開く



1-4）開業前にお店を登録する場合



開業前の新規店舗の場合

● オーナー登録後、開業予定日の90日前から
Googleマップ等に表示

＜開業前登録手順＞
１）オーナー確認でハガキ等を選択せずに［その他のオプション］→「後で確認」を選択。
　　（この作業をしないと「営業中」と表示される）

２）管理画面【プロフィールを編集】→【ビジネス情報】→開業日に年月日を記入
　　（日まで登録しないと、その月末まで表示されない）

３）それからオーナー確認を行い、残りの情報を追加。

● 開業1年前から登録可能！　



●新規登録／居抜き物件の注意点

（１）前のビジネスには必ず「閉業マーク」

　前の店舗に「閉業マーク」を付けないと登録できない。
　できたとしても前の店舗の情報が合算されてしまう恐れ。
　

（２）前の店舗のビジネスプロフィールを流用しない

　以前の店舗の写真、クチコミも全て引き継ぐことになり
　削除することは不可能。

　

日付が入る



１−５）権限のリクエスト



オーナー権限のリクエスト

Google検索でお店を検索 自分がオーナー登録済の場合

この画面が表示された場合は、
「アクセス権限のリクエスト」
をタップして、手続きをする



●必要事項を記入して権限のリクエストを行う

◆アクセスレベル

マネジメント･･･管理者。（オーナー権限ではない）

オーナー権限･･･オーナー権限

◆関係　　オーナー、従業員、代理店から選ぶ

●リクエスト後の動き

　◆リクエストが承認された場合: 　メールで通知。

　◆リクエストが拒否された場合: 　メールで通知。拒否されたリクエストに対して異議申し立て可能

　◆返信がない場合: 　リクエストから 3 日が経過しても返信がない場合は、オーナー権限の取得可能。

　　　　　　　　　　  リクエスト受理メールに付いている「リクエストを表示」ボタンをクリックし

　　　　　　　　　  　 オーナー確認を行う

　　　　　　　　　



追加資料

• 営業時間＜祝休日＞の設定方法

• ビジネス名の英語表記設定

• 口コミの返信文例

• 投稿方法

• オーナー・管理者の追加方法

• Googleビジネスプロフィール管理画面　
画面説明



営業時間＜祝休日＞の設定方
法



祝日の営業時間の設
定

営業する場合は時間を
調整して保存。

営業時間を追加する場合は
縦三点リーダーをタップ

祝日を休みにする場合は
チェックを外す

【営業する場合】 【休業する場合】



臨時休業、時短の設定（ 1/2）

今日の日付が入るので
カレンダーマークを
タップして日付を選ぶ。
（1日ずつ設定）



臨時休業、時短の設定（ 2/2）

営業時間を調整して保存。

営業時間を追加する場合は
「＋」をタップ

営業時間の短縮、
定休日だが臨時営業する場合

休業にする場合は
チェックを外す

休業の場合

設定したら最後に「保存」を忘れずに！



ビジネス名の英語表記設定



ビジネス名の英語表記設定

１）PCの場合、Googleマップで自店を検索して、左上の
　　メニューバーから「言語」を選び、目的の言語を選択。



スマホから言語変更を行う場合（Android）

①アイコンを
　タップ

④この画面から
　設定変更が
　可能です。

②設定をタップ

③アプリの言語
　をタップ



スマホから言語変更を行う場合（iPhone）

①設定をタップ ②言語をタップ

③こちらで設定
　変更可能です



２）「情報の修正を提案」をクリックし設定

情報の修正を提案

名前又はその他の情報の変更

情報の修正を提案

この欄に選んだ言語で書く→



（注１）設定終了後Googleマップを再度立ち上げ、言語を日本語に変更。

（注２）オーナー登録済みの店舗は、必ずオーナー登録済みのGoogleアカウントから変更するこ
と。さらにビジネスプロフィールの管理画面で英語表記になっている場合は、日本語の店舗名に設
定しなおすこと。

送信

名前の変更

名前を変えるのか、それとも事業の変更を
報告しようとしていますか？

終了

 時間を置いて検索し、変更を確認する。

Takanosu Lookout



投稿方法



■投稿方法

パソコン：Googleマップ、Google検索
モバイル：Googleマップから

写真は10枚まで
動画も可能
写真はあるほうが閲覧
されやすくなる

右端にカーソルを当てて
下にドラッグすると枠が
広がる



①GoogleマップやGoogle検索へ
オーナーアカウントでログイン。

②ビジネスを検索し、
　「最新情報」のタブをタップ

③上部に追加ボタンが表示される

■Google検索やGoogleマップの「最新情報」タブからもOK！



【最新情報】 【イベント】

写真は10枚まで
720×720px以上

横長4:3の写真推奨
JPEGかPNG

タイトルを書き
1行開けて
本文を書く

クロージングは
しっかりと付けて
次の行動を促す

本文を書く

タイトル

終了日時まで
表示される

【特典】

自分で決める

あれば設定する
（リンクを貼る）



オーナー・管理者の追加方法



◆管理者・オーナーを増やしたい

Googleビジネスプロフィールは複数人で管理
することが可能！

管理レベル

できること

主な担当者オーナー権限を

譲渡

他のオーナー・

管理者を追加

全項目の

編集・設定

オーナー メインのオーナー

（１人だけ） ○ ○ ○
事業主・社長

チェーン店の本部

オーナー

○ ○
事業主の家族、

チェーン店の支店長

管理者

○
従業員、

管理代行業者



オーナー・管理者の追加方法

１．メインのオーナー、或いはオーナーの
　　GoogleアカウントでGoogleマップに
　　ログインし、ビジネス名を検索。

2．[ビジネスプロフィールの設定]
　　→　[管理者]をタップ

3．[追加]をタップ ４．名前かメール
　アドレスを記入

※Googleアカウントを登録済みの
　メールアドレスを入力



5．アクセス権を選んで

「招待」をタップ

６．登録したメールアドレス宛に承諾するかのメールが
　　届くので、承認ボタンをクリックする。
　　

７．承諾完了後、ユーザーが追加され、追加した人も管理
　　できるようにようになる。

ビジネス  プロフィール
のオーナーと管理者
を追加、削除する方
法

※注意

メインのオーナー権限を新たに登録した他のユーザー・管理者に譲
渡する場合、すべての機能を管理できるようになるには、7 日かかり
ます。

ビジネス  プロフィール
のメインのオーナー権
限を譲渡する



付録２）

• Google検索（PC）編集画面

• Google検索（スマホ）編集画面

• Googleマップ（スマホ）編集画面



Google検索（PC）での編集画面　説
明

（2023年1月17日現在）



Google検索（PC）の直接編集画面

項目は業種によって異なる

【プロフィールを編集】

　・ビジネス名・カテゴリ・開業日

　・電話番号・URL・住所とマップ

　・サービス提供地域・営業時間

　・祝休日設定・他の営業時間

　・ビジネスの説明・その他

【クチコミを読む】

　・クチコミの閲覧と返信

　・不適切なクチコミを報告

【写真を追加】

　・写真の追加・ロゴの追加

　・カバー写真の追加



Google検索（PC）の直接編集画面

【パフォーマンス】

　・通話数・メッセージ数・予約数・

　　ルート検索数・URLクリック数

　・プロフィールの表示につながった

　　検索数と、検索された言葉

　・ビジネス プロフィールを閲覧した

　　ユーザー数、デバイスの割合

【商品を編集】

　・商品の登録と編集

【レビューを依頼】

　・クチコミ投稿できるリンク

【メッセージ】

　・メッセージを読む

　・メッセージの返信

右上3点リーダーから

　・チャット設定
　　・既読設定
　　・ウェルカムメッセージの設定
　　・自動応答メッセージの設定

【広告掲載】

　　→Google広告へ

【Q&A】
　・ ユーザーからの質問に回答



Google検索（PC）の直接編集画面

【料理の注文】 （飲食店のみ）

　・「Google で予約」のデリバリーやテイク

　　アウト注文設定

【順番待ちリスト】 （飲食店のみ）

　・「Google で予約」の順番待ち機能設定

【ホテルの詳細】 （宿泊施設のみ）

　・チェックインチェックアウトなど

　　宿泊施設の追加情報

【写真を確認】 （宿泊施設のみ）

　・登録した写真一覧

【最新情報を追加】

　・最新情報を追加

　・特典を追加

　・イベントを追加

【予約】

　・オンライン予約ツール、URLへのリンク

【サービス】

　・サービスの登録と編集

【編集・メニュー】 （飲食店のみ）

　・飲食メニューの登録と編集



【管理者】
　・オーナー・管理者の追加（オーナーのみ）
　・オーナー・管理者の確認（メールアドレスも表示される）

【詳細設定】
　・ビジネスプロフィールID（回復リクエスト時に必要）
　・Googleアシスタント経由の電話設定
　・電話番号の非表示設定

　・ラベル設定（多店舗管理用）
　・店舗コード設定（多店舗管理用）
　・Google広告表示用の電話番号

【ビジネスプロフィールを削除】
　・プロフィールの管理を停止
　・臨時休業または閉業マークを付ける
　・プロフィールのコンテンツと管理者の削除

【リンクされたアカウント】
　・Google広告などの他サービスからの
　　リンク管理

Google検索の直接編集画面（その他）
　　　　　　　　／　ビジネスプロフィールの設定



【通知】
　・Googleからの通知などの設定

【新しいビジネスプロフィールを追加】
　・現在Googleアカウントに新しいビジネスを追加する場合

【自分のビジネスプロフィール】
　・自分が管理するビジネスプロフィールの一覧を表示

【チュートリアル】
　・「プロフィールを編集」「宣伝」「顧客」の
　　　簡易な説明

【ヘルプとサポート】
　・「Google ビジネス プロフィールを直接管理する」の
　　ヘルプページの表示
　　　→　サポートへの問い合わせへ
　　　→　ヘルプコミュニティへの質問投稿画面へ

【利用規約】
　・Googleビジネスプロフィール追加利用規約

Google検索の直接編集画面（その他）



Google検索（スマホ）での編集画面　説
明

（2023年1月17日現在）



Google検索の直接編集画面（プロフィールを編集）

【ビジネス情報】
　・ビジネス名・カテゴリ・開業日・電話番号
　・URL・住所とマップ・サービス提供地域
　・営業時間・祝休日設定・他の営業時間
　・ビジネスの説明
　・その他

【営業時間】
　・不定休、臨時休業、閉業の設定
　・営業時間・祝休日設定・他の営業時間

【商品】
　・商品の追加

【サービス】
　・サービス内容を追加

【メニュー】
　・メニューを追加

【料理の注文】【予約】【順番待ちリスト】
　→　「Googleで予約」などの有料サービス
　　　利用時のみ

（一般店舗・iOS）

（飲食店・Android）



【パフォーマンス】（＝インサイトの一部）
　・通話数・メッセージ数・予約数・ルート検索数
　・URLクリック数・プロフィールの表示につながった検索
　・ビジネス プロフィールを閲覧したユーザー数
　　
【広告掲載】→Google広告へ

【レビューを依頼】
　・レビュー記入画面への短縮URL

【最新情報を追加】
　・投稿（最新情報）の追加（※）

【特典を追加】
　・投稿（特典）の追加（※）

【イベントを追加】
　・投稿（イベント）の追加（※）

※写真添付したい場合はGoogleマップから投稿する

Google検索の直接編集画面（宣伝）

（一般店舗・Android,iOS共通）



【クチコミ】
　・クチコミの閲覧と返信
　・不適切なクチコミを報告
　　
【メッセージ】
　・ユーザーからのメッセージを表示して返信
　・メッセージの設定
　　　・ウェルカムメッセージの設定
　　　・自動応答メッセージの設定

【Q&A】
　・ユーザーからの質問に回答

Google検索の直接編集画面（顧客）

（一般店舗・Android,iOS共通）



【管理者】
　・オーナー・管理者の追加

【詳細設定】
　・ビジネスプロフィールID　
　　　　（回復リクエストで必要）
　・Googleアシスタント経由の電話設定
　・電話番号の非表示設定

　・ラベル設定（多店舗管理用）
　・店舗コード設定（多店舗管理用）
　・Google広告表示用の電話番号

【ビジネスプロフィールを削除】
　・プロフィールの管理を停止（→次のオーナーに移譲する時）
　・臨時休業または閉業マークを付ける
　・プロフィールのコンテンツと管理者の削除
　　　　　　　　　　　　　　（→誰にも引き継がないまま、権限放棄）

Google検索の直接編集画面（その他）
　　　　　　　　／　ビジネスプロフィールの設定



【通知】
　・Googleからの通知などの設定

【新しいビジネスプロフィールを追加】
　・現在Googleアカウントに新しいビジネスを追加する場合

【自分のビジネスプロフィール】
　・自分が管理するビジネスプロフィールの一覧を表示

【チュートリアル】
　・「プロフィールを編集」「宣伝」「顧客」の
　　　簡易な説明

【ヘルプとサポート】
　・「Google ビジネス プロフィールを直接管理する」の
　　ヘルプページの表示
　　　→　サポートへの問い合わせへ
　　　→　ヘルプコミュニティへの質問投稿画面へ

【利用規約】
　・Googleビジネスプロフィール追加利用規約

Google検索の直接編集画面（その他）



Googleマップ（スマホ）編集画面

（2023年1月17日現在）



Googleマップの直接編集画面（プロフィールを編集）

【ビジネス情報】
　・ビジネス名・カテゴリ・開業日・電話番号
　・URL・住所とマップ・サービス提供地域
　・営業時間・祝休日設定・他の営業時間
　・ビジネスの説明
　・その他

【営業時間】
　・不定休、臨時休業、閉業の設定
　・営業時間・祝休日設定・他の営業時間

【写真】
　・写真の追加

【ロゴ】
　・ロゴの追加

【カバー写真】
　・カバー写真の追加

【サービス】
　・サービスの追加・編集

（iOS）

（Android）



【パフォーマンス】（＝インサイトの一部）
　・通話数・メッセージ数・予約数・ルート検索数
　・URLクリック数・プロフィールの表示につながった検索
　・ビジネス プロフィールを閲覧したユーザー数
　　
【広告掲載】→Google広告へ

【写真】
　・写真の投稿

【最新情報を追加】
　・投稿（最新情報）の追加

【特典を追加】
　・投稿（特典）の追加

【イベントを追加】
　・投稿（イベント）の追加

Googleマップの直接編集画面（宣伝）

（一般店舗・Android,iOS共通）



【クチコミ】
　・クチコミの閲覧と返信
　・不適切なクチコミを報告
　　
【メッセージ】
　・ユーザーからのメッセージを表示して返信
　・メッセージの設定
　　　・ウェルカムメッセージの設定
　　　・自動応答メッセージの設定

【Q&A】
　・ユーザーからの質問に回答

Googleマップの直接編集画面（顧客）

（Android）

（iOS）



【管理者】
　・オーナー・管理者の追加

【メッセージ】
　・チャットのやりとり

【通知】
　・通知設定
　　　・ビジネスに関する通知
　　　・ユーザーからのメッセージの通知

【詳細設定】
　・ビジネスプロフィールID　
　　　　（回復リクエストで必要）
　・Googleアシスタント経由の電話設定
　・電話番号の非表示設定

　・ラベル設定（多店舗管理用）
　・店舗コード設定（多店舗管理用）
　・Google広告表示用の電話番号

Googleマップの直接編集画面（その他）
　　　　　　　　／　ビジネスプロフィールの設定



Googleビジネスプロフィールマネージャ画面説明

（2023年1月17日現在）



Googleビジネスプロフィールマネージャ（PCブラウザ）

店舗にチェックを入れて「操作」をクリック

ダウンロード：
　詳細なインサイトデータをダウンロード

Googleによる変更：
　情報ページの修正を破棄したいときには
　ここから「破棄」を選択

次のマークを付加：
　臨時休業や閉業のマークを付けるとき

ビジネス情報を削除：
　店舗の管理権限（オーナー、管理者）か
　らアカウントを削除するときに選択。
　ただし店舗情報（ビジネスリスティング）
　はGoogleマップなどから削除はされず、
　掲載されたままになることに注意。

https://business.google.com/locations　へログイン。管理しているGoogleアカウントで

又は、管理しているGoogleアカウントでGoogle検索へログインして「マイビジネス」と検索

https://business.google.com/locations


　宿泊業は【ホテルの詳細】から設定

PCの設定画面

スマホ設定画面

Google検索

プロフィールを編集

　→　ホテルの詳細



【ホテルの詳細】

持続可能性
エコ認定
健康と安全
Covid-19
インターネット
食べる、呑む
ポリシーとお支払い
アクティビティ
サービス
子供
プール
駐車場＆アクセス
ウェルネス
バリアフリー設備
ビジネス＆イベント
ペット

【客室の詳細】

客室の標準設備
客室内の調理設備

合計18項目！

PCからの設定の場合は、問いかけにカーソルを
持っていくと、説明が表示される。

最初の設定はPC画面を推奨



付録３）

基本設定方法



ビジネスプロフィール管理画面

PC画面

Google検索
Googleマップ



１）基本情報　

①ビジネス名
②カテゴリ（業種）
③ビジネスの説明
④開業日
⑤電話番号
⑥ウェブサイト（公式サイト）
⑦所在地（地図）
　サービス提供地域
⑧営業時間
　祝休日の営業時間
⑨その他
　　お支払い、サービス、サービスオプション

　　バリアフリー、客層、特徴、設備、食事



基本情報の設定は
「プロフィールを設定」から

GoogleマップGoogle検索
PC（Google検索）



・曜日前の[✓]を入れると「営業」

・ [✓] を外すと「定休日」

・０時を超える場合は
　　
　　火曜日　18:00〜0:00　
　　水曜日　0:00〜3:00　と登録

・最後は「保存」を忘れずに！

④通常の営業時間設
定

公式サイト、他のWebサイトに掲載された営業時間
が異なると更新出来ない事が多いので要注意！



祝日は開店、休業に関わらず毎回設定

⑤祝休日の営業時間・他の日の設定

最後に「保存」を忘れずに！

※祝日と重なる定休日に臨時営業する場合は特に注意！



臨時休業、時短の設定（ 1/2）

今日の日付が入るので
カレンダーマークを
タップして日付を選ぶ。
（1日ずつ設定）



臨時休業、時短の設定（ 2/2）

営業時間を調整して保存。

営業時間を追加する場合は
「＋」をタップ

営業時間の短縮、
定休日だが臨時営業する場合

休業にする場合は
チェックを外す

休業の場合

設定したら最後に「保存」を忘れずに！



⑥その他（属性等）設定

①設定したい項目の
　ペンマークをタップ

②「はい」「いいえ」
　で選択

ホテルのみ
別の方法で設定



２）写真・動画

40%
より多くの
経路検索

お店/ビジネスの
雰囲気がわかるような写真

１．外観

２．看板

３．オフィス／店内

４．商品

５．スタッフ

６．メニューブック



不適切なクチコミや写真を報告する方法

クチコミの削除をリ
クエストする

https://support.google.com/business/answer/7032839?hl=ja


３）チャット（メッセージ）

・LINEのようなチャットが可能

・管理者全員、やりとりを見ることが

　可能（返信忘れるミスを軽減）

・設定をONにすると利用可能

・Gmailなどに通知が届く

予約や問い合わせがりやすく
電話問い合わせが減る



メッセージ通知がオーナーに来る流れ

店舗名・住所

メッセージ内容

店舗名

管理に使っているGoogleアカウント

（メール）宛てにメールが届く

又は

管理するアカウントで
Googleマップにログインし
「お知らせ」をタップ

目的のビジネスを選択
（新規に入っている場合は
　未読●件と表示される）

※未読のコメントは
　ゴシック太文字で
　表示される



チャット設定方法

Google検索の編集画面から

←　チャット機能のON/OFF設定

←　既読設定

←自動返信のメッセージ
　作成はペンマークをタップ
（デフォルトは「はい、何の御用で
　しょう？」になっている）

LINEの1:1メッセージの
ような自動返信が可能に！

（PC）



よくある質問の設定と活用

・10個まで設定可能

・URLは表示されない

　ものもあるので注意

2-3時間後に反映される

＜実際に送信された事例＞



４）投稿

①最新情報

　最新情報・新商品、今月の営業カレンダー

　営業時間の変更、ニュースレターなどを発信　　
②特典

　セール情報・クーポンなどを作って発信

③イベント

　イベント情報、期間限定キャンペーンの発信

　バイト募集、リクルート、インターン採用情報

○投稿はSNSへ
シェア可能



投稿例

本日の日替わり 新商品の案内 会社紹介



６）商品

・物販のみ掲載可（サービスは不可）

・商品の写真や商品説明、価格帯を明記

・商品にリンクボタンが追加でき、

　通販サイトやウェブサイトへ集客可能

・一部設定できない業種あり

　飲食店（代わりにメニューを設定）

　 宿泊業、酒店、たばこ店、性風俗店など

　　



商品の訴求力が高まる！

　　　　　　↓

転換率UP!



制作：株式会社ユニットティ
                   〒710-0817岡山県倉敷市大内 943-15
                   TEL:090-9417-1444
　　　        Mail: nag@unit-t.jp

協力：コムサポートオフィス
                   〒668-0022 兵庫県豊岡市小田井町５ −３
                      フラッツオダイ  201


